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研究では、 5 代藩主継豊と 5 代将軍徳川綱吉の養女竹姫との縁組を機に将軍家奥向との儀礼が始まった
としているのに対し、それは 3 代藩主綱貴の二女亀姫と近衛家久との縁組を契機としており、以後その
関係が継続されていたことを明らかにし、第 5 章では近世後期における奥向のルートの政治的機能を考
察している。
近代には政治機能が家から分離されるが、島津家では当主の保守的性格や家業として事業経営を行っ
ていたことにより、「表」と「奥」の近世的ジェンダー・システムが引き継がれる一方、女性は政治の
みならず家政の評議にも関与できなくなっていたことを、第 6 章で指摘する。
終章では所論を総括して、研究史上の意義を明らかにしている。
従来の研究では分析の対象時期と使用史料が限定されていたのに対し、通時的に考察した点と、あま
り活用されてこなかった奥向女性のやりとりした書状の分析を通して女性の役割の解明を試みた点に、
本論文の特徴があり、それによって新たな事実と論点を提示している。特に、大名家と将軍家との奥向
の関係は、儀礼のみならず、内証の政治交渉のルートとしても利用されていたことを解明した点は、幕
藩政治史にも新たな視野を切り拓くものであり、その意義は大きい。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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